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県内図書館めぐり─ Part Ⅱ　⑧ ─

　　建部町立図書館

　
岡
山
と
津
山
の
中
間
に
位
置
す
る
建
部
町

は
、
旭
川
の
流
域
に
拓
け
た
沖
積
平
野
と
、
そ

れ
を
取
り
囲
む
吉
備
高
原
の
山
々
で
形
成
さ

れ
、
緑
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
町
で
す
。

　
建
部
町
立
図
書
館
「
た
け
る
べ
」
は
、
合
理

化
に
伴
っ
て
無
人
化
し
た
、
旧
Ｎ
Ｔ
Ｔ
福
渡
支

店
の
一
部
五
二
五
平
方
メ
ー
ト
ル
を
借
用
し

て
、
平
成
八
年
十
一
月
に
開
館
し
ま
し
た
。

　
当
館
は
、
郷
土
の
博
物
学
者
江
坂
進
氏
が
収

集
さ
れ
た
、
貝
と
化
石
及
び
考
古
資
料
の
展
示

室
を
併
設
し
た
複
合
施
設
で
す
。

　
図
書
館
は
、
一
般
用
図
書
室
、
畳
敷
き
の
子

ど
も
図
書
室
、
郷
土
資
料
室
の
三
室
で
構
成
さ

れ
、
な
か
で
も
子
ど
も
図
書
室
で
は
、
町
民
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
よ
る
お
は
な
し
会

や
、
町
の
育
児
教
室
な
ど
が
、
定
期
的
に
催
さ
れ
て
賑

わ
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
展
示
室
は
、
常
設
展
示
の
ほ
か
に
、
町
民
ギ
ャ

ラ
リ
ー
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
工
夫
さ
れ
、
Ｓ
Ｐ
レ

コ
ー
ド
に
よ
る
音
楽
を
楽
し
む
会
や
、
結
婚
式
今
昔

展
、
絵
画
展
な
ど
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
開
館
後
ま
だ
日
も
浅
く
、
規
模
の
小
さ
い
図
書
館
で

す
が
、
蔵
書
の
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
「
町
民
の

皆
さ
ん
に
親
し
ん
で
も
ら
え
る
図
書
館
」
の
運
営
を
め

ざ
し
て
、
職
員
一
同
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
所
在
地
　
〒
七
〇
九
│
三
一
一
一

　
　
　
　
　
御
津
郡
建
部
町
福
渡
八
三
〇
│
一

　
電
　
話
　（
〇
八
六
七
）二
二
│
四
五
五
五

　
蔵
書
冊
数
　
約
一
万
五
千
冊

　
貸
出
冊
数
　
約
一
万
九
千
冊

　
　
（
町
民
一
人
当
た
り
約
二
・
七
冊
）
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毎
年
、
読
書
週
間
の
頃
に
行
っ
て
い

る
「
一
日
こ
ど
も
図
書
館
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
。
四
年
目
を
迎
え
た
今
年
は
、

読
書
週
間
よ
り
少
し
早
い
十
月
十
一
日

（
日
）に
、
邑
久
町
で
開
催
し
ま
し
た
。

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
当
日
は
天
候
に
も
恵

ま
れ
、
快
晴
の
中
、
大

勢
の
参
加
者
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で

は
、
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
所
有
の
移
動
図
書

館
車
「
き
び
号
」
を
会

場
に
持
っ
て
い
き
、
本

の
貸
出
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
際
、
邑
久
町

内
の
小
学
生
八
名
を

「
一
日
図
書
館
員
」
に
任
命
し
て
、
貸

出
業
務
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
本
好
き
な
子
ど
も
達
で
す
か

ら
、
貸
出
す
る
よ
り
も
、
早
く
借
り
た

か
っ
た
よ
う
で
す
。
三
十
分
の
業
務
体

験
が
終
わ
る
と
す
ぐ
に
き
び
号
に
駆
け

寄
り
、
自

分
の
読
み

た
い
本
を

熱
心
に
選

び
始
め
ま

し
た
。

　
き
び
号

に
載
っ
て

い
る
本
は

約
三
千
冊
。

当
初
、
一

人
三
冊
ま

で
と
し
て

い
た
貸
出

制
限
を
な

く
し
、
好
き
な
本
を
好
き
な
だ
け
借
り

て
良
い
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
平
均
す
る
と
一
人
約
三
・
七
冊
の

本
が
貸
し
出
さ
れ
ま
し
た
。
中
に
は
両

手
に
抱
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
本
を
持
っ

て
く
る
子
も
お
り
、
十
冊
、
二
十
冊
借

り
て
い
く
子
も
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
公
演
の
部
で
は
、
邑
久
町
の

糸
あ
や
つ
り
人
形
劇
団
「
つ
き
み
草
」

と
、
邑
久
中
学
校
人
形
劇
部
「
ひ
よ

こ
」
に
よ
る
人
形
劇
の
上
演
の
ほ
か
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
よ
る
紙
芝
居
や

ペ
ー
プ
サ
ー
ト
、
ビ
デ
オ
上
映
な
ど
も

行
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
各
部
屋
で
並

行
し
て
上
演
し
ま
し
た
が
、
ど
の
部
屋

も
子
ど
も
達
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　
こ
の
日
、
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆

さ
ん
に
は
楽
し
い
「
こ
ど
も
図
書
館
」

の
一
日
を
体
験
し
て
い
た
だ
け
た
と
思

い
ま
す
。
こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に

よ
っ
て
、
本
好
き
な
子
ど
も
が
一
人
で

も
増
え
た
ら
、
ま
た
、
一
人
で
も
多
く

の
子
ど
も
に
、
一
冊
で
も
多
く
の
本
と

の
素
敵
な
出
会
い
が
あ
っ
た
ら
い
い
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。

貸出しを待つ「一日図書館員」

にぎわう きび号

うたあそびをしている子どもたち

平成10年�
10月11日�

邑 久 町 �
中央公民館�

き び 号 �き び 号 �
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おしらせ�

現
代
作
家
の
眼

《
ア
ー
ト
ウ
ェ
ー
ブ
岡
山
・

洋
画
選
抜
》
巡
回
展
・
津
山

┃
┃
感
動
│
内
な
る
も
の
へ
┃
┃

　
こ
の
展
覧
会
は
昨
年
度
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
「
現
代
作
家
の
眼
」
展
の
巡
回

展
で
、
津
山
市
立
図
書
館
を
会
場
に
十

一
月
十
一
日
（
水
）
か
ら
十
一
月
二
十

日
（
金
）
ま
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
今
回
は
洋
画
選
抜
展
と
し
て
、
県
内

在
住
で
現
在
活
躍
中
の
洋
画
家
四
十
七

人
の
代
表
作
や
新
作
を
一
堂
に
展
示
い

た
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
会
期
中
は
無
休
、
入
場
は
無

料
で
す
。
本
展
は
終
了
後
、
高
梁
市
に

も
巡
回
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
当
館
総

務
課
文
化
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。（
℡
〇
八
六
│
二
二
四
│
一
二
八
六
）

Q
Q

Q
Q

Q
Q

Q
Q
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Q

Q
Q

Q
Q

Q
Q
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「沈黙するものたち」
水　嶋　早　樹
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寂
室
を
迎
え
た
延
文
五
年
（
一
三
六

〇
）
の
こ
と
で
、
寂
室
は
晩
年
を
こ
こ

で
過
ご
し
た
。
飯
高
山
（
の
ち
瑞
石

山
）
永
源
寺
（
滋
賀
県
永
源
寺
町
）
で

あ
る
。

　
こ
の
後
も
後
光
厳
天
皇
か
ら
京
都
天

龍
寺
、
将
軍
足
利
義
詮
か
ら
鎌
倉
建
長

寺
に
招
聘
さ
れ
た
が
、
い
ず
れ
も
固

持
、
永
源
寺
で
清
貧
の
禅
を
貫
い
た
。

　
そ
の
精
神
性
の
高
さ
の
故
か
、
寂
室

の
筆
跡
に
は
、
独
特
の
力
と
美
し
さ
が

あ
る
。
遺
墨
の
中
で
も
、
そ
の
禅
の
境

ふ
う
か
く

ひ

せ
ん

地
を
詠
ん
だ
「
風
撹
飛
泉
」
の
詩
を
自

書
し
た
墨
蹟
は
と
り
わ
け
美
し
い
。

　
貞
治
五
年
（
一
三
六
六
）
永
源
寺
を

み

て
ん
え
い
し
ゃ
く
　

あ
か
し

継
い
だ
弥
天
永
釈
に
伝
法
の
証
と
し
て

れ
い
ち
ゅ
う

法
衣
を
、
頼
久
寺
開
基
と
な
っ
た
霊
仲

ぜ
ん
え
い

ち
ん
ぞ
う

禅
英
に
自
賛
の
頂
相
を
与
え
て
、
翌
貞

じ
じ
ゃ
く

治
六
年
九
月
一
日
永
源
寺
で
示
寂
し

た
。
高
梁
市
の
頼
久
寺
に
は
霊
仲
禅
英

に
与
え
た
寂
室
元
光
頂
相
が
残
り
、
画

像
の
上
部
に
寂
室
自
筆
の
賛
が
認
め
ら

れ
る
。

　
当
館
で
閲
覧
で
き
る
寂
室
関
係
図
書

に
は
『
永
源
寂
室
和
尚
語
録
』
（
享
保

版
）
の
ほ
か
、
『
寂
室
和
尚
伝
記
』

（
森
本
清
丸
）
、
『
郷
土
が
生
ん
だ
高

僧
寂
室
禅
師
』
（
浅
井
悦
二
）
、
『
寂

室
和
尚
』
（
高
田
集
蔵
）
、
『
寂
室
元

光
』
（
原
田
竜
門
）
な
ど
が
あ
る
。
ま

た
、
寂
室
の
遺
墨
集
『
寂
室
遺
芳
』

（
永
源
寺
）
に
は
「
風
撹
飛
泉
」
の
詩

や
「
遺
偈
」
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。

じ
ゃ
く
し
つ
げ
ん
こ
う

　
寂
室
元
光
　
B

　
寂
室
元
光
が
中
国
か
ら
帰
国
し
た
の

は
三
十
七
歳
の
嘉
暦
元
年
（
一
三
二

六
）
で
あ
っ
た
。
帰
国
後
、
寂
室
は
京

都
へ
は
帰
ら
ず
、
お
よ
そ
二
十
五
年
間

に
わ
た
っ
て
中
国
地
方
を
遍
歴
し
た
。

　
寂
室
の
詩
や
文
を
収
録
し
て
永
和
三

年
（
一
三
七
七
）
に
刊
行
さ
れ
た
五
山

版
『
永
源
寂
室
和
尚
語
録
』
に
よ
る

と
、
こ
の
こ
ろ
寂
室
は
西
祖
寺
・
明
禅

寺
・
安
国
寺
・
滋
光
寺
・
菩
提
寺
・
美

作
の
田
原
村
な
ど
に
滞
在
し
、
吉
備
中

山
・
藤
原
成
親
の
墓
、
備
前
金
剛
寺
、

八
塔
寺
、
金
山
寺
な
ど
県
内
を
巡
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。

よ
し
あ
き
ら

　
観
応
元
年
（
一
三
五
〇
）
足
利
義
詮

か
ら
相
模
長
勝
寺
、
豊
後
万
寿
寺
な
ど

の
住
職
に
招
か
れ
た
が
、
こ
れ
を
断

り
、
そ
の
後
、
約
十
年
に
わ
た
っ
て
美

濃
・
摂
津
・
山
城
・
近
江
・
伊
勢
・
尾

張
・
甲
斐
・
上
野
な
ど
の
国
々
を
遍
歴

し
た
。
よ
う
や
く
寂
室
が
落
ち
着
い
た

の
は
近
江
守
護
佐
々
木
氏
頼
が
近
江
の

え

ち

愛
知
川
上
流
の
地
に
一
寺
を
建
立
し
て

　
平
成
十
年
度
第
三
回

　
「
世
界
お
話
の
旅
」

イ
ギ
リ
ス
編
開
催
　

　

　
本
年
度
最
後
の
「
世
界
お
話
の
旅
」

は
、
児
童
文
学
の
宝
庫
│
イ
ギ
リ
ス
を

と
り
あ
げ
ま
す
。
講
師
に
キ
ャ
サ
リ

ン
・
ソ
ー
ラ
ー
さ
ん
を
迎
え
、
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
を
中
心
に
イ
ギ
リ
ス
の
文

化
や
生
活
に
も
ふ
れ
ま
す
。
ま
た
、
マ

ザ
ー
グ
ー
ス
の
歌
や
遊
び
、
リ
ズ
ミ
カ

ル
な
詩
な
ど
を
と
も
に
楽
し
み
、
講
師

と
の
交
流
を
図
り
ま
す
。
今
回
と
り
あ

げ
る
の
は
、
お
な
じ
み
の
「
ピ
ー
タ
ー

ラ
ビ
ッ
ト
の
お
は
な
し
集
」
の
中
か
ら

一
作
、
大
好
き
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
へ
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
に
心
を
悩
ま
す
愛
ら
し
い

子
亀
の
お
話
「
ト
ラ
イ
　

ア
ゲ
イ
ン
　

ト

レ
バ
ー
」
な
ど
で
す
。

　
詳
細
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
　
日
時
　
平
成
十
年
十
一
月
二
十
八
日
g

　
　
　
　
　
午
後
二
時
〜
三
時
三
十
分

二
　
会
場
　
岡
山
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
第
一
会
議
室
（
三
階
）

三
　
講
師
　
キ
ャ
サ
リ
ン
・
ソ
ー
ラ
ー
氏

　
　
　
　
　
（
外
国
語
指
導
助
手
）

四
　
対
象
　
お
も
に
小
学
生
と
保
護
者
。

　
　
　
　
　
一
般
の
方
の
参
加
も
歓
迎
。

　
入
場
無
料
で
、申
し
込
み
手
続
き
不
要
。

お
問
い
合
わ
せ
は
国
際
資
料
係
ま
で
。

$3
│
b

寂室元光頂相（部分）
　頼久寺蔵
　岡山県指定重要
文化財
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こ
の
他
に
も
、
西
洋
の
名
前
の
由
来

や
意
味
を
調
べ
る
と
き
に
は
、

D
ictio
nary  o

f  F
irst  N

am
es

（A
d
ri

an  R
o
o
m
 

著
／C

assell  1995

）
な

ど
が
あ
る
。

◆W
o
rld
  G
uid
e  to

  Lib
raries

（K
.

G
.  S
aur  1998

）13th  ed
.

　
百
九

十
二
か

国
の
四

万
三
千

を
超
え

る
図
書

館
の
所
在
地
、
電
話
番
号
、
フ
ァ
ッ
ク

ス
番
号
、
所
蔵
資
料
数
な
ど
が
記
載
さ

れ
て
い
る
。
配
列
は
、
ま
ず
国
別
に
分

け
、
そ
の
も
と
で
国
立
、研
究
、
大
学
、

専
門
、
公
共
な
ど
の
九
種
類
に
分
か

れ
、
さ
ら
に
都
市
に
よ
っ
て
細
分
配
列

し
て
い
る
。
巻
末
に
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト

順
の
館
名
索
引
を
付
す
。

◆
日
本
人
物
辞
典
（
日
本
人
物
辞
典
編

纂
委
員
会
編
　

商
務
印
書
館
　

一
九
八
八
）

　
本
文
は
中
国
語
。
聖
徳
太
子
や
契
沖

な
ど
の
歴
史
上
の
人
物
か
ら
、
美
空
ひ

ば
り
や
村
上
龍
な
ど
現
代
の
人
物
ま
で

を
収
録
す
る
。
総
勢
一
万
五
千
人
以
上

の
氏
名
、
性
別
、
生
年
月
日
、
職
業
、

経
歴
な
ど
が
詳
し
く
記
載
さ
れ
て
い

る
。
巻
頭
に
漢
字
の
画
数
に
よ
る
索
引

が
あ
り
、
巻
末
に
は
仮
名
と
ロ
ー
マ
字

か
ら
引
け
る
五
十
音
順
索
引
も
あ
る
の

で
、
使
い
や
す
い
。

QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ

い
直
し
て
い
る
。
内
容
は
、
「T

h
e

T
w

elve  D
ays  of  C

hristm
as

」
（
ク

リ
ス
マ
ス
）
・
勇
気
あ
る
リ
ー
ダ
ー
の

行
動
「I  H

ave  a  D
ream

」
（
キ
ン

グ
牧
師
の
誕
生
日
）
・
未
知
の
海
に
船

を
走
ら
せ
る
「P

r
o

lo
g

u
e

 
 

to
A

dventure

」
（
コ
ロ
ン
ブ
ス
デ
ー
）

な
ど
の
歴
史
的
設
定
の
も
の
か
ら
、
現

代
的
設
定
の
も
の
ま
で
全
部
で
三
十
一

作
品
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

◇T
ry  A

g
a
in
  T
re
vo
r

（b
y  R

o
b

Lew
is/The  B

od
ley  H

ead
/1995

）

　
大
好

き
な
お

ば
あ
ち

ゃ
ん
が

病
気
に

な
っ
た
。

子
亀
の

ト
レ
バ

ー
は
、
彼
女
を
喜
ば
せ
る
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
作
る
こ
と
に
し
た
。
あ
れ
こ
れ
悩
ん

で
作
っ
て
み
た
が
失
敗
ば
か
り
。
そ
れ

で
も
あ
き
ら
め
き
れ
な
い
彼
は
、
つ
い

に
世
界
一
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
思
い
つ
い

た
。
ト
レ
バ
ー
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
へ
の

愛
と
「T

ry  again

」
と
言
っ
て
彼
を
見

ま
も
る
両
親
の
温
か
い
ま
な
ざ
し
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
作
者
ロ
ブ
・
ル
イ
ス
の
作
品
に
は
こ

の
他
に
、
す
で
に
邦
訳
さ
れ
て
い
る

「T
he  F

irst  W
inter

」
（
は
じ
め
て

の
冬
）
、
「F

R
IS

K
A

:  th
e  sh

eep
that  w

as  too  sm
all

」
（
ち
い
さ
な

ひ
つ
じ
フ
リ
ス
カ
）
な
ど
が
あ
る
。

◆C
y
c
lo
p
e
d
ia
 
 
o
f 
 
L
ite
ra
ry

C
h
aracters

（A
.  J.  S

o
czak 

編
／

S
alem

  P
ress  1998

）revised
  ed
.

　
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
に
並
ぶ
書
名
の

も
と
、
そ
の
作
品
に
登
場
す
る
人
物
を

集
め
、
彼
ら
に
つ
い
て
解
説
し
て
い

る
。
『
源
氏
物
語
』
な
ど
の
日
本
文
学

を
含
む
世
界
中
の
文
学
、
三
千
三
百
タ

イ
ト
ル
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
第
五
巻

は
、
登
場
人
物
の
名
前
が
ア
ル
フ
ァ

ベ
ッ
ト
順
に
並
ぶ
索
引
と
な
っ
て
い

る
。

◆T
h
e  V
ery  B

est  B
ab
y  N

am
e

B
o
o
k  in  the  W

ho
le  W

id
e  W

o
rld

（B
ru
c
e
 
 
L
a
n
s
k
y
 

著
／W

id
e

M
ead
ow
b
rook  P

ress  1995

）

　
赤
ち
ゃ

ん
の
名
前

を
決
め
る

際
に
役
立

つ
情
報
が

満
載
。
考

慮
す
べ
き

十
五
の
ポ

イ
ン
ト
や
、
各
国
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
名

前
や
、
三
万
の
名
前
の
リ
ス
ト
な
ど
で

構
成
さ
れ
て
い
る
。
日
本
の
名
前
で

は
、
た
と
え
ば
太
郎
と
い
う
名
前
に
つ

い
て
「T

aro

（Japanese

）firstborn
m

ale.

」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

(8

の
参
考
図
書�

外
国
語
資
料
紹
介

◇G
E
S
T
U
R
E
S
  :  T

h
e  D
o
's  an

d
T
A
B
O
O
s  o

f  B
o
d
y  L

a
n
g
u
a
g
e

A
ro
und
  the  W

o
rld
.  

（b
y  R
o
g
er

E
.  A
xtell/Jo

h
n
  W
iley  &

  S
o
n
s

Inc./1998

）

　
ジ
ェ

ス
チ
ャ
ー

は
、
国
や

文
化
に

よ
っ
て

ま
っ
た

く
違
っ

た
意
味
を
表
す
こ
と
が
あ
る
。
「
な
に

げ
な
い
Ｖ
サ
イ
ン
で
相
手
国
民
の
感
情

を
害
し
て
し
ま
っ
た
大
統
領
」
の
失
敗

談
な
ど
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
事
例
を
あ

げ
な
が
ら
、
世
界
の
国
々
の
ジ
ェ
ス

チ
ャ
ー
を
紹
介
し
て
い
く
。
さ
ら
に
、

各
国
の
基
本
的
な
マ
ナ
ー
や
タ
ブ
ー
も

紹
介
し
て
い
る
。

◇T
h
e
  B
ig
  B
o
o
k
  o
f  H
o
lid
a
y

P
la
y
s

（e
d
 
 
b
y
 
 
S
y
lv
ia
 
 
E
.

K
am
erm
an/P

lays,  Inc./1995

）

　
こ
の

書
は
、

若
者
た

ち
の
た

め
の
演

劇
集
で

あ
る
。

ア
メ
リ
カ
の
祝
祭
日
や
年
中
行
事
の
意

義
を
演
劇
を
と
お
し
て
あ
ら
た
め
て
問
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中
国
土
産
で
あ
る
と
い
う
、
床
の
間

の
枯
淡
な
筆
致
の
画
幅
が
目
に
と
ま

る
。
唐
衣
を
ま
と
っ
た
白
髪
の
老
人
が

少
し
背
を
ま
る
め
小
わ
き
に
竹
竿
を
抱

い
て
立
ち
、
ト
ル
ネ
ー
ド
状
に
巻
き
つ

い
た
道
糸
の
先
に
大
魚
が
掛
か
っ
て
い

る
。
傍
ら
に
向
き
合
う
童
子
は
竹
籠
を

も
っ
て
、
温
厚
篤
実
そ
う
な
こ
の
老
人

か
ら
、
今
ま
さ
に
「
獲
物
」
を
受
け
取

ろ
う
と
し
て
い
る
。
そ

ん
な
構
図
で
あ
る
。

　
わ
が
国
に
お
け
る
釣

り
の
歴
史
も
ま
た
古

い
。
多
数
の
縄
文
人
骨

が
採
集
さ
れ
た
こ
と
で

名
高
い
笠
岡
市
の
津
雲

貝
塚
で
は
、
装
身
具
と

し
て
の
鹿
角
製
の
腕
輪
や
耳
飾
な
ど
に

ま
じ
え
て
、
鹿
角
製
の
み
ご
と
な
釣
針

が
見
つ
か
っ
て
い
る
。
そ
の
形
状
は
、

元
部
に
道
糸
を
つ
な
ぎ
止
め
る
突
起
を

作
り
だ
し
て
、
尖
っ
た
先
端
の
脇
外
に

か
え
り

逆
刺
ま
で
施
し
て
あ
る
。
一
見
し
た
か

ぎ
り
、
今
日
使
わ
れ
て
い
る
釣
針
と
材

質
の
違
い
を
の
ぞ
け
ば
異
な
る
と
こ
ろ

は
少
な
い
よ
う
に
み
え
る
。
先
人
の
智

恵
は
す
で
に
縄
文
期
に
開
花
し
て
い
た

の
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
小
さ
な
釣
針

一
つ
を
と
り
あ
げ
て
も
、
進
歩
の
あ
と

は
著
し
い
。
古
墳
時
代
に
入
る
と
、
例

え
ば
四
世
紀
末
ご
ろ
築
か
れ
た
前
方
後

円
墳
の
、
岡
山
市
金
蔵
山
古
墳
か
ら
出

た
釣
針
は
、
素
材
が
鉄
に
変
わ
っ
て
胴

に
二
回
ほ
ど
捩
り
を
設
け
、
逆
刺
を
内

側
に
向
け
る
な
ど
、
魚
の
飲
み
込
ん
だ

釣
針
が
容
易
に
は
ず
れ
な
い
よ
う
一
段

と
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

後
、
現
在
見
ら
れ
る
釣
針
に
い
つ
変
化

し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
と
も
あ
れ
、
全

体
と
し
て
軸
は
細
ま
り
腰
が
や
や
湾
曲

し
て
ふ
と
こ
ろ
深
い
も
の
と
な
り
、
し

か
も
大
小
の
魚
に
適
応
さ
せ
や
す
く
、

い
く
つ
も
の
号
数
に
分
か
た
れ
、
誰
で

も
入
手
し
や
す
い
現
状
に
あ
る
。
こ
う

し
て
、
専
業
の
漁
師
さ
ん
な
ら
ず
と

も
、
勤
め
人
で
も
誰
で
も
余
暇
を
利
用

し
て
、
釣
り
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
。
さ
ら
に
近
頃
で
は
、
疑
似
餌
を
も

ち
い
た
バ
ス
釣
り
が
若
者
の
間
で
大
流

行
し
て
い
る
、
と
聞
く
。
こ
れ
は
、
釣

り
あ
げ
た
魚
の
大
き
さ
を
競
い
合
い
、

時
に
写
真
に
お
さ
め
る
こ
と
が
あ
る
に

し
て
も
原
則
的
に
は
た
だ
ち
に
リ
リ
ー

ス
す
る
よ
う
で
、
そ
う
で
あ
れ
ば
、
す

で
に
一
種
の
ス
ポ
ー
ツ
と
化
し
た
と
い

え
よ
う
か
。

　
縄
文
期
は
、
生
活
の
存
亡
を
か
け
て

魚
介
類
の
獲
得
に
あ
た
ら
ざ
る
を
え
な

か
っ
た
時
代
で
あ
る
。
稲
づ
く
り
を
ま

だ
知
ら
な
い
当
時
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ

ら
が
重
要
な
食
料
源
で
あ
っ
た
か
ら
に

ほ
か
な
ら
な
い
。
貝
類
を
食
し
た
あ
と

の
殻
は
、
ま
と
め
て
住
居
ち
か
く
の
低

い
所
へ
捨
て
ら
れ
た
の
で
、
多
く
の
場

合
、
結
果
と
し
て
貝
塚
を
形
成
し
た
。

縄
文
時
代
前
期
か
ら
営
ま
れ
た
灘
崎
町

の
彦
崎
貝
塚
を
訪
れ
る
と
、
今
で
も
ハ

イ
ガ
イ
の
殻
を
多
数
散
見
で
き
る
も
の

の
い
ず
れ
も
驚
く
ほ
ど
大
ぶ
り
で
小
形

の
も
の
は
い
っ
さ
い
目

に
つ
か
な
い
。
中
・
近

世
の
貝
塚
の
そ
れ
ら
と

比
較
し
て
も
き
わ
だ
っ

た
大
き
さ
な
の
で
あ

る
。
お
そ
ら
く
縄
文
社

会
に
お
い
て
は
、
幼
貝

は
け
っ
し
て
採
ら
な
い

と
い
う
厳
し
い
社
会
的
規
制
が
あ
っ
た

に
違
い
な
い
。
自
ら
の
生
命
線
に
か
か

わ
る
食
料
源
の
確
保
に
と
っ
て
は
、
そ

う
し
た
タ
ブ
ー
が
お
の
ず
と
社
会
の
中

か
ら
生
ま
れ
、
強
ま
り
、
環
境
の
保
全

に
有
効
に
作
用
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い

か
。

　
わ
れ
わ
れ
が
二
十
一
世
紀
へ
な
ん
ら

か
の
「
獲
物
」
を
引
き
継
ご
う
と
す
れ

ば
、
祖
先
の
築
い
た
文
化
遺
産
を
ふ
く

む
環
境
保
全
が
大
切
だ
、
と
い
う
「
教

訓
」
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

（
岡
山
県
古
代
吉
備
文
化
財
セ
ン
タ
ー
所
長
）

友
の
会
だ
よ
り

　
友
の
会
で
は
、
年
間
数
回
、
展
覧
会

招
待
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
月
は
、
本
年
度
第
一
回
目
の
招
待

事
業
と
し
て
十
一
月
十
九
日
（
木
）
〜

十
二
月
六
日
（
日
）
ま
で
、
岡
山
県
立

美
術
館
で
開
催
さ
れ
る
「
第
四
十
五
回

日
本
伝
統
工
芸
展
」
の
招
待
券
を
お
送

り
い
た
し
ま
す
。

　
世
界
的
に
も
評
価
の
高
い
我
が
国
伝

統
工
芸
の
優
品
で
あ
る
、
陶
芸
・
染

織
・
漆
芸
・
金
工
・
木
竹
工
・
人
形
・

そ
の
他
の
工
芸
の
七
分
野
二
百
七
十
二

点
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

　
優
れ
た
日
本
の
伝
統
・
技
術
を
十
分

に
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
次
回
の
展
覧
会
招
待
は
、

「
第
八
十
三
回
日
本
芸
術
院
展
覧
会

　
院
　
展

　
平
成
十
一
年
一
月
二
日
（
土
）

〜
十
五
日
（
金
）

　
会
場
　
天
満
屋
岡
山
店
」

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
十
二
月
号
文
化

セ
ン
タ
ー
ニ
ュ
ー

ス
送
付
時
に
お
届

け
い
た
し
ま
す
。

「
漁
　
楽
　
図
」

葛
　
原
　
克
　
人
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▼
利
用
者
の
皆
様
に
は
、

三
か
月
間
御
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
し
た
が
、
移
転
作

業
も
終
了
し
、
十
一
月
よ

り
分
室
書
庫
に
所
蔵
す
る

逐
次
刊
行
物
等
の
閲
覧
業

務
を
開
始
い
た
し
ま
す
。

　
原
則
と
し
て
雑
誌
に
つ

い
て
は
平
成
九
年
以
前
の

資
料
、
新
聞
に
つ
い
て
は

平
成
四
年
以
前
の
資
料

を
、
分
室
に
所
蔵
し
て
お
り
ま
す
。
書

庫
出
納
は
曜
日
に
よ
り
異
な
り
、
一
日

に
一
回
か
ら
三
回
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
閲
覧
は
予
約
制
で
す
の
で
あ
ら
か

じ
め
、
電
話
等
で
カ
ウ
ン
タ
ー
職
員
に

御
相
談
く
だ
さ
い
。

　
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
直
通
電
話

　
　
〇
八
六
（
二
二
四
）
一
二
八
八

▼
友
の
会
の
行
事
と
し
て
、
美
術
鑑
賞

旅
行
・
ス
ケ
ッ
チ
旅
行
を
実
施
し
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
熱
心
に
鑑
賞
さ
れ
た
り
、
あ

る
い
は
ス
ケ
ッ
チ
さ
れ
た
り
と
、
い
ず

れ
の
旅
行
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
こ

と
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か

ら
も
魅
力
あ

る
旅
行
を
企

画
し
て
い
き

た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま

す
。

期　　　日






12／１～12／６








12／８～12／13






12／15～12／20






12／22～12／27

催　　　　　　　物

第16回　岡 山 県 女 流 書 道 展 

第26回　土　　筆　　会　　展

西 部 謙 慎 書 道 展（巡回展）

グループ’90

染 色 ・ 水 墨 ・ 日 本 画 展 

第29回　桂　友　会　書　道　展

第19回　操　　風　　会　　展

第４回　い き る か た ち 展

第27回　岡山市文化連盟連合展

第29回　莞耿社岡山支部書道展

第36回

　県下高校書道教師による書道展

第５回　生徒作品表現活動発表会

第29回　ギャルド・ファイブ展


入　場　料

無　　　料

無　　　料

無　　　料


無　　　料


無　　　料

無　　　料

無　　　料

無　　　料

無　　　料


無　　　料


無　　　料

無　　　料


主　　　催　　　者

岡 山 県 女 流 書 道 協 会 

土　　筆　　会（日本画） 

西 部 謙 慎 書 道 会 

グループ’90

（染色・水墨・日本画） 

桂 友 会 

操 風 会 

いきるかたち展実行委員会 

岡山市教育委員会（文化課） 

莞 耿 社 岡 山 支 部 


岡 山 県 高 教 研 書 道 部 会 


岡 山 市 中 学 校 文 化 連 盟 

ギ ャ ル ド ・ フ ァ イ ブ 


展 示 室

第１展示室

第１展示室

第２展示室


第２展示室


第１展示室

第２展示室

第２展示室

第１展示室

第２展示室


第２展示室


第１展示室

第２展示室


　平成10年�
12 月 の 催 物 案 内�

岡山県総合文化センター　�

※　会員…文化センター友の会及び文化振興会会員�

▼ホール（固定席282席）�

※　ギャラリーの開場時間は通常９時から17時です�

▼ギャラリー�

◇催物案内と文化センターニュースはホームページでもご覧になれます。�

日(曜)

12／５g

12／６a





12／12G

　　13A




12／19g

12／20a

12／22c


m

12／27a

催　　　　　　　物

バ ン ド 演 奏 会 

ピ ア ノ 発 表 会 


第298回　文化センター土曜劇場�

ノートルダム清心女子大学日本語演劇部公演�

「伝染：（泣きたいジャスミン男の夜）」�

バ ン ド 演 奏 

ピアノ・エレクトーン発表会 


中 学 校 文 化 連 盟 

生 徒 作 品 発 表 会 （ 演 劇 ） 


時　　間

12：30～16：30

13：00～16：00




15：00～�

14：00～�



13：00～16：00

10：30～13：30


�
９：00～16：00

入　場　料

300円

無　　料

前：400円�

当：500円�

小児・65才以

上・会員無料�

500円

無　　料

�

無　　料


主　　催　　者

軽 音 ス カ 

瀬 戸 音 楽 教 室 

�

岡 山 県 総 合 文 化 セ ン タ ー �

�
就 実 フ ォ ー ク ソ ン グ 部 

ひ ま わ り 会 

�
中 学 校 文 化 連 盟 



